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ー
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 ▼

筆
者
は
こ
の
と
こ
ろ
、
自
身
が

近
年
知
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
〝

国
連
総
会
決
議
第
一
号
〞
な
る

も
の
に
と
て
も
拘
つ
て
ゐ
る
。こ

れ
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十

一
年
）
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催

さ
れ
た
国
際
連
合
第
一
回
総
会

に
お
い
て
成
立
し
た
核
兵
器
廃

絶
の
決
議
第
一
号
の
こ
と
で
あ

る
が
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
か
。▼
昭

和
二
十
年
八
月
に
日
本
は
二
発

の
原
子
爆
弾
に
よ
る
攻
撃
を
受

け
、
そ
の
直
後
に
降
伏
し
た
が
、

こ
の
日
本
を
降
伏
さ
せ
る
決
め

手
と
な
つ
た
原
子
爆
弾
と
い
ふ

兵
器
を
国
際
連
合
が
約
五
ヶ
月

後
に
否
定
し
た
の
で
あ
る
。こ
れ

を
踏
ま
へ
て
も
米
国
は
第
二
次

大
戦
に
お
け
る
日
米
戦
（
日
本

名
・
大
東
亜
戦
争
）
の
「
問
題
の

な
い
勝
者
」
と
云
へ
る
の
だ
ら
う

か
。▼
こ
れ
を
相
撲
に
譬
へ
る
と

こ
の
や
う
に
な
る
。大
東
亜
戦
争

は
一
旦
米
国
の
方
に
軍
配
が
上

が
つ
た
が
、
国
連
が
そ
れ
に
「
物

言
ひ
を
つ
け
た
」。時
系
列
的
に

視
れ
ば
、
こ
の
昭
和
二
十
一
年
一

月
の
国
連
決
議
以
降
に
占
領
軍

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
る
日
本
の
憲
法

の
改
変
や
東
京
裁
判
が
行
は
れ

た
こ
と
に
な
る
が
、
実
質
的
に
Ｇ

Ｈ
Ｑ
が
こ
れ
ら
の
占
領
行
政
を

行
ふ
資
格
が
あ
つ
た
の
か
ど
う

か
は
甚
だ
疑
は
し
い
の
だ
。▼
筆

者
の
考
へ
は
、
核
兵
器
の
問
題
は

「
大
東
亜
戦
争
の
勝
敗
の
問
題
」

と
不
可
分
で
は
な
い
の
か
と
い

ふ
も
の
で
、
こ
れ
を
今
年
五
月
の

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
日
米

間
で
議
論
さ
れ
て
行
く
こ
と
を

強
く
期
待
す
る
。　　
　
　

（
武
）

一
頁…

●
百
年
目
の
ぐ
ら
つ
き

　

〜
共
産
党
と
は
一
体
、何
者
か
？
〜

二
頁…

●
維
新
政
党
・
新
風　

第
十
期

　
（
令
和
五
年
〜
七
年
）活
動
方
針 

他

本
紙
目
次

こ
の
三
冊
は
、

つ
る
ん
で
出
さ

れ
た
。
狙
ひ
は
、

志
位
委
員
長
の

首
を
取
る
こ
と

だ
ら
う
。
そ
の

首
謀
者
と
み
ら
れ
る
松
竹
伸
幸
・

元
政
策
委
員
会
安
保
外
交
部
長
が

「
除
名
」
と
な
つ
た
。

　

共
産
党
は
、
総
選
挙
、
参
院
選

挙
と
負
け
続
け
、
党
員
数
、
機
関

紙
日
刊
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
部
数

も
最
盛
時
の
半
減
。
誰
か
責
任
を

取
れ
、
だ
。
世
界
の
中
で
二
十
年

以
上
ト
ッ
プ
の
座
に
ゐ
る
の
は
誰

だ
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
志
位
委

員
長
だ
。
そ
こ
で
、
党
内
不
満
分

子
は
党
首
公
選
制
を
要
求
、
つ
い

で
に
安
保
防
衛
政
策
の
転
換
を
求

め
て
ゐ
る
。
安
保
防
衛
政
策
の
転

換
と
は
、
共
産
党
の
曖
昧
な
政
策

へ
の
批
判
。
特
に
「
自
衛
隊
活
用

論
」
へ
の
批
判
だ
。
自
衛
隊
は
憲

法
違
反
と
い
つ
て
き
た
共
産
党
が
、

緊
急
の
場
合
は
自
衛
隊
を
「
活
用

す
る
」
な
ん
て
、
自
衛
隊
を
馬
鹿

に
す
る
の
も
ほ
ど
が
あ
る
。

民
主
集
中
制
と
は

何
か

　

こ
の
や
う
な
批
判
に
対
し
て
、

ま
づ
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
反
論
。

去
年
八
月
二
十
四
日
だ
。
党
首
公

選
は
、
党
の
分
派
、
派
閥
活
動
に

通
じ
、「
民
主
集
中
制
」
に
反
す
る
。

「
革
命
党
」と
し
て
、あ
く
ま
で「
民

だ
。
こ
れ
で
は
不
満
が
溜
ま
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
は
学
生
運
動
家

や
「
民
青
」
で
こ
の
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
つ
た
が
、「
新
日
和
見
主
義

事
件
」
と
し
て
、約
六
百
人
も
「
査

問
」
さ
れ
「
粛
清
」
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

今
回
は
そ
れ
か
ら
五
十
年
ぶ
り

の
動
き
か
。
こ
の
間
、
大
衆
運
動

よ
り
選
挙
第
一
主
義
、
当
選
第
一

主
義
で
来
た
が
、
選
挙
連
敗
、
党

員
数
と
機
関
紙
部
数
が
半
減
で
は

内
部
の
ス
ト
レ
ス
は
爆
発
寸
前
だ

ら
う
。

世
界
の
共
産
党
の

実
態

　

今
や
先
進
国
で
共
産
党
は
ボ
ロ

ボ
ロ
だ
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
の
共
産
党
は
、い
ち
早
く
「
民

主
集
中
制
」
を
放
棄
。
そ
の
上
、

ソ
連
か
ら
長
年
に
わ
た
つ
て
資
金

援
助
を
受
け
て
き
た
こ
と
も
白
状

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
共
産
党

だ
け
は
、
民
主
集
中
制
を
捨
て
ず
、

資
金
援
助
も
否
定
し
て
ゐ
る
。
日

本
共
産
党
も
、
も
が
い
て
ゐ
る
が
、

「
民
主
集
中
制
」
の
看
板
を
捨
て

な
い
限
り
、
若
者
や
市
民
が
近
寄

れ
な
い
。
こ
れ
が「
死
に
至
る
病
」

だ
ら
う
。

　
「
民
主
集
中
制
」
を
取
り
入
れ

て
ゐ
る
国
が
あ
る
。
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
北
朝
鮮
の
憲
法

に
こ
れ
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
中
国
憲
法
で
は
第
三
条
に

　

日
本
共
産
党
は
、
結
成
（
大
正

十
一
年
＝
西
暦
一
九
二
二
年
）
百

年
目
を
迎
へ
、
ぐ
ら
つ
い
て
ゐ
る
。

さ
う
と
し
か
思
へ
な
い
。
共
産
党

の
下
部
か
ら
集
中
的
な
批
判
攻
撃

を
浴
び
な
が
ら
、
そ
れ
を
一
蹴
で

き
な
い
で
ゐ
た
が
、
つ
ひ
に
二
月

六
日
に
「
除
名
」
処
分
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
党
内
の
言
論
の

自
由
を
封
じ
る
も
の
だ
と
、
朝
日

新
聞
、毎
日
新
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
「
社

説
」
で
指
摘
。
共
産
党
は
、
四
月

の
統
一
地
方
選
挙
を
前
に
し
て
早

く
収
拾
し
た
い
だ
ら
う
が
、
ど
う

や
ら
長
期
戦
に
な
る
雲
行
き
だ
。

除
名
騒
動

　

昨
年
末
に
共
産
党
批
判
の
本
が

三
冊
ま
と
め
て
出
た
。「
共
謀
」

し
て
で
あ
る
。
松
竹
伸
幸
『
シ
ン
・

日
本
共
産
党
宣
言
』、
鈴
木
元
『
志

位
委
員
長
へ
の
手
紙
』、
有
田
芳

生
ら『
日
本
共
産
党
分
析
』で
あ
る
。

主
集
中
制
」
を
貫
く
ん
だ
と
弁
解

し
て
ゐ
た
。
志
位
委
員
長
も
、
問

は
れ
る
と
、
こ
の
論
文
に
書
い
て

あ
る
通
り
と
い
ふ
だ
け
だ
つ
た
。

あ
れ
！
鉄
の
団
結
の
共
産
党
は
ど

う
し
た
の
？
と
思
つ
た
が
、
二
月

に
な
つ
て
、
や
う
や
く
「
除
名
」。

　

四
月
の
統
一
地
方
選
を
前
に
し

て
、
い
ま
こ
ん
な
話
題
が
広
が
る

の
は
ま
づ
い
と
い
ふ
判
断
で
処
理

し
た
の
で
あ
ら
う
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

中
国
の
台
湾
恫
喝
、
北
朝
鮮
の
暴

走
な
ど
、
い
づ
れ
も
共
産
党
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
、
と
い
つ
て
も
、

み
な
、
か
つ
て
は
共
産
党
の
仲
間

ぢ
や
な
い
の
と
な
る
。
こ
れ
に
い

ち
い
ち
弁
解
す
る
の
は
大
変
。
そ

こ
で
し
ば
ら
く
だ
ん
ま
り
を
き
め

こ
む
と
い
ふ
戦
術
だ
つ
た
が
、
さ

う
は
行
か
な
く
な
つ
た
。

　

エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
を
持
ち

出
さ
な
く
と
も
、
政
党
は
「
同
じ

主
義
信
条
を
持
つ
も
の
の
集
団
」

で
は
な
い
の
か
。
共
産
党
は
、
あ

る
と
き
は
「
革
命
党
」
を
い
ひ
、

あ
る
と
き
は
「
議
会
主
義
政
党
」

と
い
ふ
。「
憲
法
」
を
完
全
に
守
る

と
い
つ
た
り
、
い
や
ゆ
く
ゆ
く
は

改
憲
と
か
、
す
ぐ
は
自
衛
隊
活
用

と
か
、
ま
る
で
ご
都
合
主
義
だ
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
共
産
党
ら
し

さ
だ
。レ
ー
ニ
ン
も「
左
翼
小
児
病
」

で
、
権
力
を
得
る
た
め
に
は
、
詭
弁
、

ご
ま
か
し
、
な
ん
で
も
や
れ
と
い

つ
て
ゐ
た
で
は
な
い
か
。
今
の
共

産
党
を
作
り
上
げ
た
宮
本
顕
治
も

党
内
の
会
議
で
、
革
命
が
暴
力
的

に
な
る
か
ど
う
か
な
ど
、「
文
章

で
書
く
も
の
で
は
な
い
」
と
党
内

で
い
つ
て
き
た
で
は
な
い
か
。

日
本
共
産
党
は

外
国
製
政
党

　

考
へ
て
み
れ
ば
、
日
本
共
産
党

は
今
で
こ
そ
ソ
連
批
判
、
ロ
シ
ア

批
判
を
し
て
ゐ
る
が
、
も
と
は
と

い
へ
ば
モ
ス
ク
ワ
の
指
令
に
よ
つ

て
百
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
、
唯
一

の
外
国
製
政
党
だ
。「
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
（
国
際
共
産
党
）
日
本
支
部

日
本
共
産
党
」
が
正
式
名
だ
つ
た
。

ソ
連
の
手
下
、
子
分
だ
つ
た
の
だ
。

「
天
皇
制
打
倒
」
の
指
令
は
も
と

よ
り
、
規
約
、
資
金
、
そ
れ
に
武

器
ま
で
渡
さ
れ
て
き
た
政
党
だ
。

革
命
の
た
め
、
ピ
ス
ト
ル
も
渡
さ

れ
射
撃
練
習
を
し
て
ゐ
た
の
だ
。

　

そ
の
生
ま
れ
も
育
ち
も
モ
ス
ク

ワ
製
の
日
本
共
産
党
が
百
年
に
し

て
、生
み
の
親
、育
て
の
親
を
「
あ

れ
は
社
会
主
義
で
は
な
い
」「
大

国
主
義
だ
」
と
非
難
し
、
み
づ
か

ら
も
、
そ
れ
に
つ
な
が
り
さ
う
な

用
語
を
隠
し
て
き
た
。「
革
命
」

も
前
面
に
出
さ
ず
、「
前
衛
」「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
な
ど
も
「
誤

解
さ
れ
る
」
と
し
て
後
ろ
に
隠
し

た
。
隠
し
き
れ
な
い
の
が
「
民
主

集
中
制
」
だ
。「
上
意
下
達
」
の

軍
隊
的
規
律
だ
。
仲
間
同
士
で
話

し
合
ふ
こ
と
も
禁
止
。
縦
軸
だ
け

百年目のぐらつき百年目のぐらつき
～共産党とは一体、何者か？～～共産党とは一体、何者か？～

尚美学園大学名誉教授尚美学園大学名誉教授 梅 澤昇平梅澤昇平

「
中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
機
構
は
、

民
主
集
中
制
の
原
則
を
実
行
」
と
あ

る
。

　

共
産
党
政
権
下
で
は
、
党
だ
け
の

規
律
で
な
い
の
だ
。
そ
の
ま
ま
国
民

の
ル
ー
ル
に
成
る
。
こ
れ
は
怖
い
と

こ
ろ
だ
。
今
で
も
中
国
な
ど
、
全
体

主
義
の
監
視
国
家
で
あ
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
党
内

だ
け
で
な
く
国
民
を
ぎ
り
ぎ
り
縛
る
。

国
民
が
「
死
に
至
る
」
の
だ
。
こ
ん

な
「
規
律
」
の
あ
る
政
党
の
跋
扈
を

許
し
て
い
い
の
か
。

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
入
党
に
は
二

十
一
条
の
厳
し
い
掟
が
あ
つ
た
。
そ

の
十
二
条
に
民
主
集
中
制
が
あ
る
。

党
の
規
律
は
、
軍
隊
組
織
で
、
上
意

下
達
だ
、
ぞ
。
十
三
条
に
は
、「
不

純
分
子
」を
定
期
的
に「
粛
清
」せ
よ
、

だ
。
日
本
共
産
党
は
、
こ
の
規
律
は
、

日
本
独
自
に
作
つ
た
も
の
、
な
ど
と

平
気
で
ウ
ソ
を
つ
い
て
ゐ
る
。
そ
れ

も
こ
れ
も
、「
革
命
党
」
だ
か
ら
だ
。

日
本
に
革
命
は
い
ら
な
い
。
革
命
政

党
も
い
ら
な
い
。

（
二
面
へ
続
く
）

三
月
十
一
日 

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
二
年
、
被
災
犠
牲
者
の
御
霊

に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
復
興
へ
の
営
み
を
風
化
さ
せ
ず
、

今
後
予
想
さ
れ
る
様
々
な
大
災
害
に
備
へ
ま
せ
う
。
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